






　2014年より当社は、東京大学 工学部 隈研吾研究室サステナブル・プロトタイ
ピング・ラボ（SPL）と共同で展示会とシンポジウムを開催しています。３年目とな
る今回は8月22日に、「東京オリンピック・パラリンピック２０２０に向けた都市環境
のアイデア」というテーマで開催しました。
　今回は、当社の「グリーンビズ」や熱可塑性炭素繊維複合材料「CABKOMA（カ
ボコーマ）」の商品群を出品した他、開発中のガラス繊維をベースにした不燃の
天井材等、建材として活用する繊維素材を提案。さらに、開発中の国産木材とカ
ボコーマを組み合わせ、強度をアップさせた集成材（数枚の板を接着して作られ
る木材）やカボコーマ・ストランドロッドを用いた木造建築の耐震補強技術の提案
を行いました。当日は、多くの新聞各社やテレビメディアが駆けつけ、当社と隈氏
との取り組みや、建材としての炭素繊維の今後の可能性に注目が集まりました。
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